「音を重ねる日々は心を重ねる日々に」―(3)

ひがしのようこ

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルLOVE代表

　バルセロナ続便です。

　ガウディのサグラダ・ファミリア教会の地下にある礼拝堂で、６月、仏教徒キリスト教の合同ミサがあります。そのとき、私たち楽団あぶあぶあに平和への祈りを込めた演奏をさせてください・・とお願いしました。

　この願いを受けて喜んでくださったのは、ボネット神父さま。取り次いでくださり、力を貸してくださったのは外尾悦郎さん、サグラダ･ファミリア教会で２５年働いている日本人彫刻家です。お二人はプレーヤーたちが教会の中だけではなく、バルセロナで暮らす同じハンディをもつ人たちと、できるだけ多く出会うことが大切だと考えておられました。ダウン症や自閉症の人たちは、出会えばたちまちお互いの心を通い合わせることができる特別な力をもっている人が多い。彼らの出会いのその中で生まれてくるものが何よりも今の人間に必要なもののひとつに違いない。さあ、出会いの準備をしなさい・・と私におっしゃいました。

　外尾さんは、スペイン語の話せない私にすぐに助っ人を紹介してくださいました。博多出身の“ケイコさん”というバルセロナ在住２５年の女性。その日そのときから私とケイコさんの行動が始まりました。ケイコさんは片っ端から電話帳を繰り、施設や養護学校を探し出し、電話で訪問の約束をとりつけ、地図にマークをして、「さあ、ヨウコさん、行きましょう！」。私たちは一目会った途端、手を握っただけなのに、古い友人のような気がしたように思います。お互いのことは何も知りません。でも、なぜか「会えてよかった」と二人で喜び、笑いました。そして街へ飛び出しました。私の滞在日数あと４日、私たちは雨のバルセロナを走り回りました。「６月にサグラダ・ファミリア教会で仏神共同のミサがあります。祈りのコンサートをします。ぜひおいで下さい」と日本から持ってきたチラシを配って回りました。

　バルセロナの自治省が運営する養護学校に飛び込みました。女性の先生２人にプレーヤーたちの大写しの写真を見てもらいました。途端にプリという女性の先生の目が変わりました。「素晴らしい！彼らは卒業して２０年も音楽を続けているの？」「はい、結成して２２年が過ぎました」「誰が教えているの？」「私と友人たちが先生役です。教えているというより仲間です。友だち。新しい曲を紐解くときは、楽譜が読めなかったりなので役割として私たちが先生役をかってでます。でも大切だと思っているのは“プレーヤーたち自身が多くの人に伝えたいメッセージをもっている”ことです。音楽はそれを伝える手段なのだと思います」「どんなメッセージなの？」「彼らのメッセージは、“あなたが大切で好きです。自分も大切で好きです”そして、出会う人々の幸せをいつも彼らは望んでいます」「ウン、ウン、同じ気持ちをうちの生徒たちももっているわ」「先生たちのお陰です。日本でも養護教育はこちらの先生たちのように子どもの幸せを願っている人たちの手で進められていますから、先生たちの気持ちを彼らは受け止め、それをみんなで努力を重ねた音楽で伝えているのだと思います」「楽器はそれぞれが持っているの？」「はい、自分の楽器です」「日本人はお金持ちだから・・」「楽器はもらったものではないのです。プレーヤーたちは働き、小額ながらお給料をいただき、それを貯めて楽器を買い、活動資金を出し合って２２年、続けてきたんです」「えー？！うーん　すばらしい！」「今では日本のあちらこちらへ出かけて、仕事の合間に音楽ボランティアとして働くこともしょっちゅうあります。もう１８０回もコンサートを開きました。ここバルセロナの生徒たちも同じ可能性をもっていると思います」

　このとき先生たちは、私の話とご自身の教え子が重なったようで、目がうるみ、キラキラしているように見えました。先生たちは、写真の中のプレーヤー一人一人の表情を見ながら「彼らは自分に誇りをもっている・・。うちの生徒たちと会わせたい！子どもたちがこのプレーヤーたちと出会えたら、どんなに素晴らしいことになるでしょう。サグラダ・ファミリアのミサへ行くように親御さんに勧めるけれど、とても全員はミサへは行けないでしょう・・。ここへ、この学校へ来られないの？」私たちは学校のスケジュールが書き込まれたカレンダーと、あぶあぶあバルセロナツアーの予定表を交互に見つめました。「あった！この日、６月１１日！」と女先生たち、ケイコさんと私、４人が異口同音。この日は養護学校の期末、終了式の日。父母そして祖父母、関係者１００人～１５０人以上が参加し、小学生から高校生までの全生徒５０人がお芝居を演じ、私たちはコンサート。さらに近くの分校から生徒たち３０人も来て、２００人を超える人たちが親しく出会えることになりそうです。

　言葉も宗教もたくさんの持つものが違う人と人が出会い、そこに生まれるものがあるに違いありません。知的能力に重いハンディをもつ人たちの音楽と演劇を通した心を尽くしあうひとときが目に浮かびます。そこに居合わせる観客のみなさんの幸せが重なって見えます。

